
大
伴
旅
人

「
未
遥
奏
上歌
」
試
考

北　
谷
　
幸
　
冊

　
大
伴
旅
人
は
、
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
春
、
大
宰
帥
と
し
て
筑
紫
に
赴
任
し
て
い
る
。
大
宰
府
で
の
旅
人
に
は
、
赴
任
間
も
な
く
の
愛

妻
大
伴郎
女
と
の
死
別
、
山
上
憶
良
と
の
出
会
い
、
み
ず
か
ら
の
病
気
な
ど
の
事
が
あ
っ
た
。
筑
紫
に
留
ま
る
こ
と
三
年
、
天
平
二
年
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
七
三〇
）
冬
に
大
納
言
と
な
っ
て
帰
京
し
、
翌
天
平
三
年
七
月
二
十
五
目
に
六
十
七
歳
で
亮
じ
て
い
る
。
萬
葉
集
中
の
作
歌
は
七
十
余
　
　
　
一

首
、
　
『
懐
風
藻
』
に
漢
詩
一
編
が
あ
る
。
大
宰
府
在
任
時
代
の
短
歌
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
旅
人
の
歌
の
な
か
に
、
　
「
中
納
言
大
伴
卿

奉勅
作
歌
」
と
の
題
詞
を
付
す
、
次
の
吉
野
行
幸
の
歌
が
あ
る
。

　
　　
　
暮
春
之
月
、
幸
二
芳
野
離
宮
一
時
、
中
納
言
大
伴
卿
奉
レ
勅
作
歌
一
首
弁
短
歌
未
レ
運
二
奏
上
一
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ふ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
め
つ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
つ
よ

　
　
み吉
野
の
　
吉
野
の
宮
は
　
山
か
ら
し
　
貴
く
あ
ら
し
　
川
か
ら
し
　
清
け
く
あ
ら
し
　
天
地
と
　
長
く
久
し
く
　
万
代
に
　
変
は

　
　
　
　
　
　
　
い
で
ま
し

　
　ら
ず
あ
ら
む
　
行
幸
の
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
ー
三
一
五
）

　
　
　　
　
反
　
　
歌

　
む
か
し
　
　
　
　
台
さ
　
　
を
が
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
や

　
　
昔
見
し
象
の
小
川
を
今
見
れ
ば
い
よ
よ
清
け
く
な
り
に
け
る
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
ー
三
一
六
）

　　
（
歌
の
表
記
は
、
小
学
館
古
典
全
集
『
萬
葉
集
』
に
従
う
こ
と
と
す
る
。
）

大伴
旅
人
「
未
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」
試
考



大
伴旅
人
「
未
運
奏
上
歌
」
試
考

　右
の
長
歌
及
び
反
歌
の
作
歌
時
期
に
つ
い
て
は
、
題
詞
に
「
暮
春
之
月
」
と
あ
る
の
み
で
、
作
歌
の
年
次
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
　
「
暮

春
」
は
文
字
通
り
、
春
の
暮
れ
・
晩
春
の
意
で
、
陰
暦
三
月
の
異
称
で
も
あ
る
。
旅
人
が
中
納
言
に
な
っ
た
の
は
養
老
二
年
（
七
一
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ
　

三月
十
日
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
十
月
に
大
納
言
に
昇
任
し
て
い
る
。
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
に
は
大
宰
府
に
向
っ
て
い
る
旅
人
が
、

中
納
言
と
し
て
在
京
し
て
い
た
間
の
吉
野
へ
の
行
幸
を
『
続
日
本
紀
』
に
よ
っ
て
確
か
め
る
と
、

　
　
元
正
天
皇　
養
老
七
年
（
七
二
三
）
五
月
九
日
（
十
三
日
還
幸
）

　
　
聖
武
天

皇　
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
三
月
一
日
　
（
五
日
還
幸
）

があ
る
。
ほ
か
に
萬
葉
集
に
は
「
神
亀
二
年
五
月
の
吉
野
離
宮
行
幸
の
作
」
　
（
巻
六
－
九
二
〇
～
九
二
二
・
笠
金
村
）
が
あ
る
が
、
こ
の

年
の
行
幸
は
『
続
日
本
紀
』
に
は
み
え
て
い
な
い
。
題
詞
の
「
暮
春
之
月
」
と
の
表
記
か
ら
、
神
亀
元
年
三
月
の
聖
武
天
皇
行
幸
が
題
詞

に
記
す
行幸
で
あ
ろ
う
と
す
る
従
来
か
ら
の
説
に
従
う
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
の
二
月
に
即
位
さ
れ
た
聖
武
天
皇
は
二
十
四
歳
、
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旅
人
は

六
十歳
で
あ
っ
た
。
歌
は
、
　
「
奉
勅
作
歌
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
に
詔
勅
を
受
け
て
の
作
歌
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
小稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
歌
を
再
読
し
、
　
「
未
逢
奏
上
歌
」
と
あ
る
題
詞
の
細
注
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

二

　
先ず
、
旅
人
の
残
す
唯
一
の
長
歌
で
あ
る
三
一
五
番
歌
は
、
　
「
み
吉
野
の
　
吉
野
の
宮
は
」
と
歌
い
出
さ
れ
て
い
る
。
持
統
朝
の
柿
本

人
麻呂
や
、
こ
の
作
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
作
歌
し
て
い
る
笠
金
村
・
山
部
赤
人
等
の
吉
野
讃
歌
を
読
む
目
に
は
唐
突
に
感
じ
ら
れ
る
こ
の
表

現
は
、
集
中
他
に
例
を
み
な
い
。
殊
に
、
人
麻
呂
の
吉
野
讃
歌
（
一
ー
三
六
長
歌
・
三
八
長
歌
）
・
赤
人
の
吉
野
讃
歌
（
六
ー
九
≡
二
長

歌
・
九
二
六
長
歌
・
一
〇
〇
五
長
歌
）
の
い
ず
れ
も
が
「
や
す
み
し
し
　
我
が
（
ご
）
大
君
」
と
の
天
皇
讃
美
を
も
っ
て
歌
い
起
こ
さ
れ

て

い
る
に
照
ら
し
て
み
れ
ぽ
、
吉
野
讃
歌
（
宮
廷
讃
歌
）
と
し
て
異
質
で
さ
え
あ
る
。
な
ら
ぽ
、
旅
人
に
は
同
語
句
の
使
用
が
全
く
み
ら



れ
な

い

かと
言
え
ば
、
大
宰
府
で
の
一
首
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
や
す
み
し
し
我
が
大
君
の
食
す
国
は
大
和
も
こ
こ
も
同
じ
と
そ
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
六
ー
九
五
六
）

と
の
儀
礼
的
な
作
歌
が
あ
り
、
ひ
と
と
お
り
の
天
皇
讃
仰
を
表
現
し
て
い
る
。
わ
け
て
も
大
伴
氏
は
、
代
々
「
武
」
を
も
っ
て
朝
廷
に
奉

仕
する
名
門
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
　
「
み
吉
野
」
の
語
が
天
武
天
皇
御
製
歌
に
も
「
み
吉
野
の
　
耳
我
の
嶺
に
　
時
な
く
そ
　
雪
は
降
り
け

る
　
間
な
く
そ
　
雨
は
降
り
け
る
…
…
」
　
（
一
－
二
五
）
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
『
萬
葉
集
注
稗
』
は
、
続
け
て
三
一
五
番
歌
に
「
み

吉野
の
　
吉
野
の
宮
」
と
あ
る
に
つ
い
て
、
　
「
同
語
を
く
り
か
へ
し
た
枕
詞
風
な
云
ひ
方
で
、
古
今
集
以
後
に
な
る
と
『
み
吉
野
の
よ
し

野
の

山
に
』
と
か
『
み
吉
野
の
よ
し
野
の
滝
に
』
と
か
よ
く
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
説
く
が
、
こ
う
し
た
詠
み
振
り
に
旅
人
の
作
歌
姿
勢

の

一
端
を見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
作
の
一
年
前
、
養
老
七
年
（
七
二
三
）
五
月
元
正
天
皇
吉
野
行
幸
に
従
駕
し
て
い
る
笠
金
村
の

作
に
は
「
…
…
み
吉
野
の
　
秋
津
の
宮
は
　
神
か
ら
か
　
貴
く
あ
る
ら
む
　
国
か
ら
か
　
見
が
欲
し
か
ら
む
　
山
川
を
　
清
み
さ
や
け
み
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

：
…
・
」
　
（
六
－
九
〇
七
）
と
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
「山
」
と
「
川
」
と
を
順
に
あ
げ
て
「
川
か
ら
し
　
清
け
く
あ
ら
し
」
と
歌
う
初
め
か
ら
六
句
目
ま
で
、
吉
野
の
宮
が
「
貴
く
」
・
「
清

けく
」
あ
る
の
は
山
・
川
の
崇
高
さ
の
然
ら
し
め
る
と
こ
ろ
に
依
る
と
の
宮
讃
め
を
し
て
い
る
。
山
・
川
の
讃
美
は
『
論
語
』
（
雍
也

篇
）
に
「
知
者
楽
水
、
仁
者
楽
山
」
と
あ
る
に
基
づ
き
（
旺
文
社
文
庫
、
新
潮
社
古
典
集
成
、
ほ
か
。
）
、
　
「
天
地
と
　
長
く
久
し
く
」
も
、

基
づ
く
と
こ
ろ
漢
詩
文
に
よ
る
表
現
（
小
学
館
古
典
全
集
は
、
梁
王
僧
儒
の
『
礼
物
唱
道
発
願
文
』
に
「
与
二
天
地
一
而
長
久
」
と
あ
る
を

あ
げ
て
い
る
。
）
。
　
「
万
代
に
　
変
は
ら
ず
あ
ら
む
」
は
、
聖
武
天
皇
即
位
（
七
二
四
年
二
月
）
の
宣
命
の
一
節
に
「
万
代
爾
不
改
常
典
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

と
あ
り
、
　
「
こ
の
宣
命
の
こ
の
部
分
が
、
旅
人
作
の
出
典
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
　
（
清
水
克
彦
氏
）
と
い
う
。
清
水
克
彦
氏
は
続
け
て
、

旅
人
は

歌
詞
の字
面
を
聖
武
天
皇
の
宣
命
に
求
め
た
だ
け
で
は
な
く
、
宣
命
の
字
句
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
そ
の
宣
命
を
発
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

天
皇
に
た

いす
る
随
順
と
、
讃
美
の
心
を
表
明
し
た
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
思
う
」
と
説
い
て
お
ら
れ
る
。
清
水
氏
論
文
が
説
く
通

大伴
旅
人
「
未
運
奏
上
歌
」
試
考



大伴
旅
人
「
未
運
奏
上
歌
」
試
考

り
、
三
一
五
番
歌
は
、
発
せ
ら
れ
て
ま
だ
間
も
な
い
宣
命
の
趣
旨
を
強
く
意
識
し
て
の
作
歌
で
あ
ろ
う
。
長
歌
の
最
後
を
旅
人
は
「
万
代

に

　変
は
ら
ず
あ
ら
む
　
行
幸
の
宮
」
と
、
　
「
吉
野
の
宮
」
の
語
を
「
行
幸
の
宮
」
と
呼
び
替
え
て
反
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
祝
意
を
強

め
、
こ
の
全
十
一
句
か
ら
成
る
漢
籍
や
宣
命
を
踏
ま
え
て
の
吉
野
離
宮
讃
歌
を
締
め
括
っ
て
い
る
。

　
続く
反
歌
（
一
一
二
六
番
歌
）
に
つ
い
て
。
　
「
象
の
小
川
」
は
、
吉
野
山
中
か
ら
喜
佐
谷
を
流
れ
下
り
、
離
宮
の
地
宮
滝
で
吉
野
川
に
注

ぐ
小
川
。
　
「
今
見
れ
ば
い
よ
よ
清
け
く
な
り
に
け
る
か
も
」
は
、
　
「
昔
見
し
」
に
対
応
さ
せ
て
の
讃
美
表
現
。
　
「
昔
」
と
「
今
」
と
を
対

比さ
せ
て
い
る
土
地
讃
め
の
歌
に
は
、
藤
原
宇
合
が
難
波
の
都
を
詠
む
「
昔
こ
そ
難
波
田
舎
と
言
は
れ
け
め
今
都
引
き
都
び
に
け
り
」

（
三ー
三
＝
一
）
も
あ
る
。
　
「
昔
見
し
象
の
小
川
」
の
語
か
ら
、
旅
人
が
以
前
に
何
回
か
吉
野
に
行
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
吉
野
へ
の

行
幸
と
言
え
ば
在
位
中
実
に
三
十
一
回
を
数
え
る
持
統
天
皇
の
行
幸
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
旅
人
の
言
う
「
昔
」
が
『
萬
葉
集
注

稗
』
等
の
推
定
す
る
持
統
称
制
三
年
（
六
八
九
）
の
行
幸
従
駕
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
当
時
旅
人
は
二
十
五
歳
、
三
一
五
ニ
ニ
一
六
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

番
歌作
歌
の
神
亀
元
年
か
ら
は
三
十
五
年
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
青
年
旅
人
に
は
吉
野
の
山
河
、
と
り
わ
け
「
象
の
小
川
」
の
印
象
が
　
　
　
　
一

強
か
っ
た
ら
し
く
、
後
に
、

　
　
吾
が
命も
常
に
あ
ら
ぬ
か
昔
見
し
象
の
小
川
を
行
き
て
見
む
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
⊥
三
三
一
）

と
、
　
「
象
の
小
川
」
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
三
三
二
番
歌
も
そ
う
で
あ
る
が
、
　
「
象
の
小
川
」
を
詠
ん
で
い
な
が
ら
、

川
そ
の
も
の
の
具
体
的
な
描
写
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
　
「
吉
野
の
川
」
を
人
麻
呂
は
「
常
滑
の
絶
ゆ
る
こ
と
な
」
き
川
（
一
ー
三
七
）
、
と

歌
い
金
村
は
「
清
き
河
内
の
激
つ
白
波
」
（
六
ー
九
〇
八
）
を
歌
う
。
旅
人
の
歌
風
の
一
面
で
は
あ
ろ
う
が
、
歌
と
し
て
は
平
淡
に
過
ぎ

よ
う
。

　
こ
と
に
三
一
六
番
歌
に
「
昔
見
し
」
と
あ
る
に
つ
い
て
は
、
私
に
ひ
と
つ
の
疑
念
を
抱
か
せ
る
。
　
「
昔
見
し
」
の
語
は
右
に
あ
げ
た
三

三
二
番
歌
にも
あ
り
、
こ
れ
は
大
宰
府
で
の
作
歌
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
間
違
い
な
く
大
宰
府
で
の
作
な
ら
ば
神
亀
元
年
の
聖
武
行
幸



から
は
四
、
五
年
経
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
旅
人
が
従
駕
し
て
い
る
と
す
れ
ば
わ
ず
か
四
、
五
年
前
に
見
た
「
象
の
小
川
」
を
「
昔
見

し
」
と
歌
う
の
は
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
更
に
つ
き
つ
め
て
考
え
れ
ば
、
反
歌
と
の
一
体
感
に
乏
し
い
儀
礼
的
な
長
歌
（
＝
二
五
）

も
、
聖
武
天
皇
行
幸
に
従
駕
し
て
の
作
で
あ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
旅
人
は
、
聖
武
天
皇
即
位
の
年
に
詔
に
応
え
る
べ
く
作
歌
を
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ね

し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
年
の
、
こ
の
行
幸
に
供
奉
な
ど
し
て
は
い
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

三

　と
も
あ
れ
、
題
詞
の
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
「
未
逢
奏
上
歌
」
と
の
五
文
字
の
脚
注
は
、
検
討
す
べ
き
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
先
行
の

注
釈書
の
多
く
は
こ
の
作
が
奏
上
さ
れ
な
か
っ
た
と
説
き
、
そ
う
説
き
な
が
ら
も
、
そ
の
具
体
的
な
理
由
に
ま
で
は
説
き
及
ん
で
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
管
見
に
入
っ
た
解
説
の
主
な
も
の
を
掲
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ア

　
此
の

歌
は

旅
人
が
用
意し
て
行
つ
た
の
で
あ
る
が
、
歌
を
奉
れ
よ
と
い
ふ
詔
も
な
く
奏
上
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
も
の
。
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（吉澤
義
則
『
萬
葉
集
総
稗
』
二
）

　イ
　
詔
に
応
じ
る
為
に
豫
め
賀
歌
を
作
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
詔
が
な
く
、
従
つ
て
献
じ
な
か
つ
た
意
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
窪
田
空
穂
『
萬
葉
集
評
程
⊆
）

　ウ
　
仰
で
詠
み
は
し
た
が
叡
覧
に
は
供
し
な
か
つ
た
歌
と
の
意
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
子
元
臣
『
萬
葉
集
評
稗
』
）

　
工
　
公
表
の
…
機
会
の
な
か
つ
た
作
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
屋
文
明
『
萬
葉
集
私
注
』
）

　オ

　奏上
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
っ
た
歌
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
西
進
氏
『
胎
瓢
枝
萬
葉
集
』
）

　力
　
題
詞
は
「
仮
定
の
事
実
」
で
あ
り
、
　
「
旅
人
は
、
実
際
に
は
『
勅
を
奉
ず
る
』
機
会
を
持
ち
あ
わ
せ
な
か
っ
た
。
作
は
「
制
作
の

　
　
過
程
に
お

い
て
は
、
預
作
（
短
歌
）
で
あ
る
と
同
時
に
追
和
（
長
歌
）
で
あ
り
、
結
果
的
に
は
興
に
乗
っ
て
の
追
和
的
作
品
、
す
な

大伴
旅
人
「
未
運
奏
上
歌
」
試
考



大伴
旅
人
「
未
巡
奏
上
歌
」
試
考

わち
、
文
芸
的
作
品
と
し
て
機
能
し
た
L
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
伊
藤
博
氏
「
未
蓮
奏
上
歌
」
　
〈
『
国
語
国
文
』
、
　
『
萬
葉
集
の
歌
人
と
作
品
』
下
〉
）

　
キ
　
こ
の
歌
が
草
稿
で
あ
り
、
腹
案
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
小
学
館
古
典
全
集
『
萬
葉
集
』
一
〈
頭
注
〉
）

　
ク
　
〈
一
つ
の
推
測
と
し
て
＞
1
「
未
だ
奏
上
を
経
ざ
る
歌
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
奏
上
し
た
歌
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
奏
上
さ

　
　
れ
たも
の
は
控
え
を
失
し
、
素
稿
も
し
く
は
よ
り
劣
る
（
と
旅
人
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
た
）
方
が
手
許
に
残
り
、
そ
れ
が
現
前
の
ご

　
　と
き
登
載
を
見
る
に
至
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
川
口
常
孝
氏
「
大
伴
旅
人
の
吉
野
讃
歌
」
　
〈
『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
三
〉
）

　ケ　
お
そ
ら
く
は
天
皇
の
意
志
に
よ
っ
て
吉
野
煩
詩
や
讃
歌
の
奏
上
が
沙
汰
止
み
に
な
り
、
奏
上
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　（
村
山
出
氏
「
大
伴
旅
人
の
吉
野
讃
歌
」
　
〈
『
人
文
研
究
』
平
成
3
．
8
＞
）
　
　
　
　
　
一

　
諸
説
のな
か
に
は
「
歌
を
奉
れ
」
と
の
仰
せ
が
な
か
っ
た
と
説
く
も
の
も
あ
る
が
、
題
詞
に
「
勅
を
奉
り
て
作
る
」
と
あ
る
以
上
「
奉

れ
」
と
の
詔
も
当
然
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
応
じ
な
い
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
注
記
が
長
歌
だ
け
、

あ
る
い
は
反
歌
だ
け
の
一
方
に
係
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
長
・
反
歌
を
含
め
て
の
注
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
は
「
未
逢
奏
上
歌
」
で
あ
る
と
い
う
。

　
「未
逞
奏
上
」
の
「
未
」
、
つ
ま
り
「
未
だ
・
…
－
逢
ず
」
の
「
未
」
は
、
遠
か
ら
ぬ
将
来
に
奏
上
す
る
と
い
う
前
提
で
の
「
今
は
ま
だ
」

と
い
う
状
態
、
　
「
逢
」
は
、
経
過
・
行
程
な
ど
の
意
。
二
字
を
続
け
て
の
「
未
運
」
と
は
、
結
論
・
結
果
で
は
な
く
、
時
間
的
な
経
緯
や

状態
の
否
定
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
未
逞
奏
上
」
と
い
う
の
は
、
奏
上
す
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
使
わ
れ
た
語
で
、

いま
は
ま
だ
奏
上
し
て
い
な
い
、
と
の
意
で
あ
る
。
例
を
も
っ
て
示
せ
ば
、
集
中
同
種
の
語
が
見
出
さ
れ
る
一
首
に
、



　
　
　
　十
一
年
己
卯
、
天
皇
、
高
円
野
に
遊
猟
す
る
時
に
、
小
さ
き
獣
都
里
の
中
に
泄
走
す
。
こ
こ
に
適
に
勇
士
に
値
ひ
、
生
き
な
が

　
　
　
　ら
に
し
て
獲
ら
れ
ぬ
。
即
ち
こ
の
獣
を
以
て
御
在
所
に
献
上
る
に
副
ふ
る
歌
一
首
獣
の
名
は
俗
に
む
ざ
さ
び
と
い
ふ

　
　
大夫
の
高
円
山
に
迫
め
た
れ
ぽ
里
に
下
り
け
る
む
ざ
さ
び
そ
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
六
ー
一
〇
二
八
）

　
　
　
　
　右
一
首
、
大
伴
坂
上
郎
女
作
之
。
但
未
レ
逞
レ
奏
而
小
獣
死
麓
。
因
レ
此
献
レ
歌
停
之
。

があ
る
。
こ
の
作
の
左
注
は
、
天
皇
に
奏
上
す
る
ま
で
に
捕
ま
え
た
ム
サ
サ
ビ
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
歌
の
献
上
を
取
り
や
め
た
、
と

の

事情
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
「
未
逞
奏
」
は
、
　
「
ま
だ
奏
上
せ
ぬ
内
に
」
の
意
で
あ
る
。

　さ
て
、
集
中
に
は
「
逢
」
を
含
ま
な
い
「
未
奏
」
と
、
そ
れ
に
類
似
の
「
不
奏
」
と
の
表
記
が
あ
る
。
便
宜
上
前
掲
の
六
ー
一
〇
二
八

番
歌
を含
め
ば
、
次
の
六
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

　ア

　　
ニ
年
春
正
月
三
日
に
、
侍
従
・
竪
子
・
王
臣
等
を
召
し
、
内
裏
の
東
の
屋
の
垣
下
に
侍
は
し
め
、
即
ち
玉
箒
を
賜
ひ
て
劃
し
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　たま
ふ
。
こ
こ
に
、
内
相
藤
原
朝
臣
勅
を
奉
じ
宣
り
た
ま
は
く
、
　
「
諸
王
卿
等
、
堪
に
随
ひ
意
の
任
に
歌
を
作
り
井
せ
て
詩
を
　
　
　
　
一

　
　
　
　賦
せ
よ
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
よ
り
て
詔
旨
に
応
へ
、
各
心
緒
を
陳
べ
、
歌
を
作
り
詩
を
賦
す
。
未
だ
諸
人
の
賦
し
た
る
詩
井
せ
て
作
る

　
　
　
　
歌
を
得
ず
。

　
　
　初
春
の
初
子
の
今
日
の
玉
箒
手
に
取
る
か
ら
に
揺
ら
く
玉
の
緒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
＋
ー
四
四
九
三
）

　
　
　
　
　右
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持
作
。
但
依
二
大
蔵
政
｛
不
レ
堪
レ
奏
之
。

　イ
　
水
鳥
の
鴨
の
羽
色
の
青
馬
を
今
日
見
る
人
は
限
り
な
し
と
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
十
－
四
四
九
四
）

　
　
　
　
　右
一
首
、
為
二
七
日
侍
宴
↓
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持
預
作
二
此
歌
↓
但
依
二
仁
王
会
事
｛
却
以
三
ハ
日
一
於
二
内
裏
一
召
二
諸
王
卿
等
一

　
　
　
　
　
賜酒
、
騨
宴
給
レ
禄
。
因
レ
斯
不
レ
奏
也
。

　ウ
　
前
掲
、
巻
六
－
一
〇
二
八
。

大伴
旅
人
「
未
運
奏
上
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試
考



大伴
旅
人
「
未
運
奏
上
歌
」
試
考

　
工
　
　
十
一
月
八
日
に
、
左
大
臣
橘
朝
臣
の
宅
に
在
し
て
騨
宴
し
た
ま
ふ
歌

　
　
　
天
地
に

足ら
は
し
照
り
て
我
が
大
君
敷
き
ま
せ
ば
か
も
楽
し
き
小
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
九
ー
四
二
七
二
）

　
　
　
　
　右
一
首
、
少
納
言
大
伴
宿
禰
家
持
割
剰
。

　
オ　
　
八
月
十
三
日
に
、
内
の
南
安
殿
に
在
し
て
、
錬
宴
し
た
ま
ふ
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
秋風
の
吹
き
扱
き
敷
け
る
花
の
庭
清
き
月
夜
に
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
＋
ー
四
四
五
三
）

　
　
　
　
　右
一
首
、
兵
部
少
輔
従
五
位
上
大
伴
宿
禰
家
持
洲
劇
。

　
力
　
　
六
日
に
、
内
庭
に
仮
に
樹
木
を
植
ゑ
て
林
帷
と
作
し
て
、
璋
宴
を
為
し
た
ま
ふ
時
の
歌

　
　
　う
ち
な
び
く
春
と
も
著
く
う
ぐ
ひ
す
は
植
ゑ
木
の
木
間
を
鳴
き
渡
ら
な
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
＋
ー
四
四
九
五
）

　
　
　
　
　右
一
首
、
右
中
弁
大
伴
宿
禰
家
持
翼
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
当
面
の
旅
人
作
よ
り
は
後
の
も
の
で
、
六
ー
一
〇
二
八
を
除
く
い
ず
れ
も
が
「
璋
宴
」
の
場
で
の
家
持
の
作
歌
で
　
　
　
一

あ
る
。
家
持
作
の
エ
・
オ
に
は
「
未
奏
」
、
ア
・
イ
・
カ
に
は
「
不
奏
（
不
堪
奏
）
」
と
の
左
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
要
する
に
、
　
「
未
」
は
、
何
ら
か
の
結
果
に
至
る
ま
で
の
時
間
的
な
否
定
を
言
う
語
で
あ
り
、
類
似
の
語
と
し
て
用
例
を
あ
げ
た
「
不

奏
」
が
結
果
・
結
論
的
な
否
定
ー
全
く
奏
上
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
結
果
1
を
示
し
て
い
る
の
と
同
一
で
は
な
い
。
　
「
未
蓬
奏
」
が
結
果

と
し
て
「
不
奏
」
と
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
両
者
を
図
示
し
て
み
れ
ぽ
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
の
間
の
否
定
は
「
未
」
。
）
　
　
　
（
頗
鷹
で
の
否
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
袴

始　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終



　右
の
六
首
の
す
べ
て
は
、
題
詞
あ
る
い
は
左
注
に
お
い
て
作
歌
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
ア
・
イ
・
ウ
は
左
注
に
「
未

奏
」
・
「
不
奏
」
の
具
体
的
な
理
由
を
示
す
も
の
、
エ
・
オ
・
カ
の
三
首
は
理
由
の
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
内
の
五

首
は自
分
の
作
に
、
一
首
（
六
ー
一
〇
二
八
）
は
事
情
を
知
る
機
会
を
も
っ
た
叔
母
大
伴
坂
上
郎
女
の
作
に
、
お
そ
ら
く
は
家
持
に
よ
っ
て

付
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
左
注
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
再
度
三
一
五
・
三
一
六
番
歌
に
着
目
す
れ
ば
、
旅
人
の
こ
の
作
に
は
題
詞
に
具
体
的
に
作
歌
の
場
が
示
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な

く
、
何
ら
か
の
左
注
も
付
さ
れ
て
は
い
な
い
。
細
注
の
「
未
蓬
奏
上
歌
」
と
の
五
文
字
は
、
旅
人
自
身
の
書
き
込
み
（
資
料
）
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

そ

れ
を見
つ
け
た
家
持
が
、
自
作
に
付
し
た
注
記
に
倣
っ
て
付
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
未
遥
奏
上
歌
」
と
あ
る
の
は
、
六
ー
一

〇
二
八
番
歌
を
例
と
し
て
も
確
か
め
得
た
よ
う
に
、
ま
だ
奏
上
さ
れ
な
い
状
態
に
あ
る
歌
、
と
の
意
で
あ
る
。
旅
人
は
、
詔
に
応
え
る
べ

く
作
を
成
し
て
い
る
。
詔
が
あ
り
な
が
ら
、
奏
上
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
と
も
か
く
、
ま
だ
奏
上
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
な
い
ま
ま
に
あ
っ
た
の
が
こ
の
作
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
小
学
館
古
典
全
集
本
（
頭
注
）
や
川
口
常
孝
氏
も
言
う
よ
う
　
　
　
一

に
、
こ
れ
ら
は
草
稿
・
腹
案
で
あ
り
、
出
来
上
っ
た
方
は
奏
上
さ
れ
た
、
と
考
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
奏
上
さ
れ
た
応
詔
歌
が
、
こ
の
作

を

骨
子と
し
た
も
の
か
、
全
く
別
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
清
書
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
知
る
術
が
な
い
。

お　
わ
　
り
　
に

　以
上
、
私
は
細
注
の
「
未
逞
」
と
い
う
字
面
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
て
き
た
。
再
度
言
え
ば
、
旅
人
の
長
・
反
歌
に
つ
い
て
は
、
奉

れと
の
詔
勅
が
な
か
っ
た
訳
で
も
、
作
を
奏
上
し
な
か
っ
た
訳
で
も
な
い
。
　
「
未
逢
奏
上
歌
」
と
は
、
結
果
と
し
て
奏
上
さ
れ
な
か
っ
た

事
を

言う
の
で
は
な
く
、
奏
上
し
な
い
状
態
に
あ
っ
た
歌
、
と
の
意
で
あ
る
。
当
面
の
旅
人
の
作
、
こ
と
に
長
歌
に
つ
い
て
は
「
幸
遊
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ア
　

供
奉
する
歌
の
普
通
の
形
式
を
追
う
た
と
い
ふ
だ
け
の
凡
作
」
　
（
土
田
杏
村
）
と
の
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
か
ら
、
　
「
抽
象
的
な
る
平
語
の
連

大
伴
旅
人
「未
運
奏
上
歌
」
試
考



大
伴
旅
人
「未
運
奏
上
歌
」
試
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

続
で
あ
る
が
、
実
に
よ
く
一
点
の
疵
暇
な
く
、
そ
の
叙
述
が
井
整
と
し
て
ゐ
る
L
　
（
金
子
元
臣
）
と
の
讃
辞
ま
で
、
評
価
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
な
お
考
え
る
べ
き
点
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

（1
）
　
『
続
日
本
紀
』
元
正
天
皇
養
老
二
年
三
月
十
日
条
に
「
正
三
位
長
屋
王
・
安
倍
朝
臣
宿
奈
麻
呂
を
以
て
並
に
大
納
言
と
為
し
、
従
三
位
多
治
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
び

　
　真
人
池
守
・
従
四
位
上
巨
勢
朝
臣
祖
父
・
大
伴
宿
禰
旅
人
を
並
に
中
納
言
と
為
す
」
と
あ
る
。
大
納
言
昇
任
の
記
事
は
『
続
日
本
紀
』
に
は
見
え

　　
な
い
。
萬
葉
集
に
「
天
平
二
年
庚
午
冬
十
一
月
、
大
宰
帥
大
伴
卿
被
レ
任
二
大
納
言
一
上
レ
京
」
　
（
一
七
ー
三
八
九
〇
題
詞
）
と
あ
り
、
『
公
卿
補

　
　任
』
に
は
「
天
平
二
年
十
月
一
日
任
二
大
納
言
こ
と
あ
る
。

（2
）
　
「
旅
人
の
宮
廷
儀
礼
歌
」
　
（
『
萬
葉
』
昭
和
3
5
・
1
0
、
　
『
萬
葉
論
集
』
に
所
収
）
。

（3
）
　
注
（
2
）
に
同
じ
。

（4
）
　
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
考
察
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

（5
）
。
萬
黍
孜
燈
・
（
業
由
豆
流
）
三
．
」
の
五
字
は
、
後
人
ゆ
く
り
な
く
、
か
く
し
る
さ
ん
や
う
も
な
け
れ
ぽ
、
も
と
・
り
、
あ
歌
に
か
く
　
ゴ

　　
し
る
し
あ
り
し
を
、
そ
の
ま
ふ
に
こ
の
集
に
載
つ
る
に
も
あ
る
べ
し
」
と
あ
る
。

（6
）
　
「
大
伴
旅
人
の
吉
野
讃
歌
」
　
（
『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
三
集
）
。

（7
）
　
「
大
伴
旅
人
」
　
（
春
陽
堂
『
萬
葉
集
講
座
』
第
一
巻
）
。

（8
）
　
『
萬
葉
集
評
稗
』
第
二
冊
。

〔付記
〕
　
本
稿
は
、
平
成
三
年
度
相
愛
女
子
短
期
大
学
個
別
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
す
。


